
令和４年度 第１回学校評議員会並びに学校関係者評価委員会報告 

          

１ 日 時  令和４年６月28日（火） 11：00～12：00  場所：あやぐも館 

 

２ 参加者   

学校評議員      ５名 

  学校関係者評価委員  ５名 

  野村高校学校職員   11名 

 

３ 次 第  

(1) 開会の言葉 

 

(2) 校長あいさつ 

 ・今年度の努力目標について 

 ・今年度の取組について 

(3) 議 題                                      

ア 自己紹介 

イ 令和４年度自己評価等説明（教頭） 

・教育目標について → 教育方針、指導目標、本年度努力目標の再確認 

・生徒について   → 生徒数、進学状況、下宿や寮についての報告 

 

ウ 各課説明（各課長） 

各課長より資料にて説明 

・防災訓練について → 抜き打ちでの実施など予定 

・部活動について  → 県総体…57名出場  四国大会…相撲部・陸上部出場 

・進路指導について → 補習等や推薦入試対策、就職指導の拡充を目指す 

・畜産科について  → 資格取得の推進 農業鑑定協議の全国大会で最優秀 

 

エ 意見交換（主な意見） 

〈全国募集について 〉 

・野村高校の魅力化、なかでも全国的に少ない畜産科を伸ばしていき、全国に声を掛けていかなければと思って

いる。YouTuberとのコラボの反響も大きかった。積極的に行ってほしい。 

・野村の後輩と話していて「野村高校の生徒が少なすぎる。このままだと学校存続が難しいのではないか。」と

いう話になった。どうか魅力化を続けていってほしい。 

〈 その他 〉 

・学校だけで就職の面接指導等を行っているとのことだったが、以前は地域の人たちにも協力をいただいてい

た。どうか参考にしてほしい。 

・大野ヶ原のにんにく栽培の推進に野村高校の畜産科の協力があった。収穫作業・取り入れ作業の交流の中で生

徒と話をしてみると、レベルが高くて魅力的な生徒ばかりであった。こういった生徒達が伸びていく高校に

していってほしい。 

   ・多様な機関と連携しながら、野村高校自体がステップアップしてきているように思う。野村のことを好きに

なってもらって、進学等で野村から出ても将来帰ってきたいと思える地域を作り、良いリーダーを育ててい

ってほしいと思う。 

    

(4) 事務連絡 

(5) 校長あいさつ 

(6) 閉会の言葉 


